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＊1 IMCS：高層ビルや地下街などの携帯電話が
つながりにくい，あるいはつながらない場
所でも通信を可能とするドコモのシステム．

＊2 ATM：セルと呼ばれる固定長のフレームを
逐次転送する通信方式．

基地局間データ転送装置の開発
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たかあき企業向け構内通話サービス「OFFICEED」を提供するため，柔軟なルーティン

グ制御が可能なIP－based RANの特徴を活かして，その構成要素である基地局間

データ転送装置を開発した．

1. まえがき
OFFICEEDサービスとは，FOMA端

末間のOFFICEEDエリア内における企

業向け構内通話サービスである．

OFFICEEDサービスイメージを図1に

示す．OFFICEEDエリアとは，ユーザ

ビル構内において，IP化対応した屋内

小型無線基地局装置であるIP－BTS

（IP－Base Transceiver Station）により

構成された IMCS（Inbuilding Mobile

Communication System）＊1で構築され

たエリアを指す．OFFICEEDを利用す

る場合には，グループの代表者が使用

するFOMA端末を一括してグループ登

録する．これにより，グループ内で本

サービスを利用することができる．

「＊55＋相手の携帯電話番号」をダイ

ヤルすることで，登録したFOMA端末

どうしでテレビ電話を含む構内定額通

話が可能となる．また，着信者が

OFFICEEDエリア外にいる場合でも

OFFICEED転送機能により電話を受け

ることが可能である．なお，転送時の

通話料は従量制であり，ユーザ操作に

より転送のON/OFFが可能である．

また，OFFICEEDサービスは専用端

末が不要で，FOMA端末をビル構内に

おける業務用連絡ツールとして利用す

ることが可能なため，ユーザの利便性

が向上する．

このようなOFFICEEDサービスを実

現するための重要な構成要素である基

地局間データ転送装置（BS－DTM：

Base Station－Data Transfer Module）を

開発した．

本稿では，BS－DTMの開発目的・特

徴および技術概要について解説する．

2. BS－DTMの開発目的
と特徴

従来のATM（Asynchronous Transfer

Mode）＊2ベースのネットワークは，発

信者と着信者の間の通話回線が，交換

機を介して接続されることにより通信

IP化 サービス基盤 経済化

経済化と柔軟なネットワーク構築を実現するIP-based RAN特集

普段は通常の 
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グループ内でOFFICEEDエリア 

からの着信は転送され 
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（通話料は従量制） 
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図1 OFFICEEDサービスイメージ
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＊3 ダイバーシチハンドオーバ制御：複数のセ
ルで受信した同一の無線信号について，電
波状況の優れたセルの信号を（選択）合成
する制御．

＊4 IPSec：IPパケットそのものを暗号化した
り，認証することでセキュリティの高い通
信を行うプロトコル．
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基地局間データ転送装置の開発

する仕組みとなっている．

IP－based RAN（IP－based Radio

Access Network）は，従来のATMベ

ースのネットワークに比べ，より柔軟

なルーティング制御ができる特徴を持

つことから，ユーザビル構内に音声デ

ータおよびAV（Audio Visual）データ

を折り返す機能を具備したBS－DTM

を設置し，通話回線を上位の交換機を

経由せず，BS－DTM内で発信者と着

信者のそれぞれの通話回線を接続させ

ている．これにより，交換機やIP化

対応無線ネットワーク制御装置（IP－

RNC：IP－Radio Network Controller）

が収容される交換局と，IP－BTSや

BS－DTMが収容されるユーザビルと

の間の伝送路をユーザデータが流れる

ことがなくなるため，ドコモネットワ

ークのアクセス回線コストが軽減し，

これにより定額通話サービスの実現を

可能としている．IP－based RANのネ

ットワーク構成とシグナリング回線／

通話回線の関係を図2に示す．

IP－based RANにおけるダイバーシ

チハンドオーバ制御＊3や送信電力制御

などの無線制御機能は，IP－RNCが有

している．ただし，前述のようにユー

ザビル構内において通話回線を折り返

すことから，これらの無線制御機能を

ユーザビル構内で実現する必要があ

る．そこでBS－DTMをユーザビル構

内に設置し，IP－RNCにおける無線制

御機能の一部を代行して実施する．

つまり「従来交換機において実施し

ている接続制御機能」および「IP－

RNCにおける無線制御機能の一部」

が，IPネットワークを介して物理的に

張り出した機能部が，BS－DTMであ

るといえる．

3. 技術概要
BS－DTM外観を写真１に，基本仕

様を表１に示す．１ユーザビル構内に

おけるユーザ数やトラフィックに応じ

た拡張性，および装置故障時の冗長性

を確保しており，BS－DTMを複数台設

置することも可能な仕様となっている．

BS－DTMには主な機能として，発

着信呼接続制御，ユーザデータの選択

合成／複製分配，無線区間秘匿，セキュ

リティ機能であるIPSec（IP Security）＊4，

有線同期制御，アウターループ電力制

御＊5，音源再生機能（呼出音やガイダ

ンス）が具備されている．BS－DTM

はこれらの制御を，IP－RNCとBS－

DTM間で新規に定義されたプロトコ

ルを用いて，上位のIP－RNCからの指

示に基づき実行する．

回線交換呼発着信時にはIP－RNCか

らの指示により，BS－DTM内に発信

側と着信側でそれぞれ独立に論理識別

子を生成し，その後，IP－RNC経由で

交換機側からの指示によりお互いの論

理識別子のリンク付けを実施し，ユー

ザデータフレームの行き先を設定す

る．これにより，通話回線はBS －

DTM内で折り返されることとなる．

通常呼では，ユーザデータの選択合

成／複製分配，無線区間秘匿やアウタ

ーループ電力制御はIP－RNCにて実施

されるが，ユーザビル構内で折り返す

呼については，IP－RNCがBS－DTM

写真1 BS－DTM外観

：通話回線（OFFICEED） 
：シグナリング回線（OFFICEED） 
：シグナリング回線 UDP：User Datagram Protocol

IP－BTS IP－BTS

BS－DTM

接続形態の判断と制御 

IP－BTSとBS-DTMのIPアドレス・UDP 
ポート番号をシグナリングで交換 
（シグナリング回線） 

交換したIPアドレス・ 
UDPポート番号に 
基づいて直接通信 
（通話回線折返し） 

LANなど 

FOMA端末 FOMA端末 

ユーザビル 

IP-RNC

交換局 

IPアクセス 
ネットワーク 

BTS

図2 IP－based RAN ネットワーク構成とシグナリング回線／通話回線の関係

表1 BS－DTM基本仕様

最大同時接続通話数
80通話
（160端末音声呼同時通話に相当）

サイズ
W437×H88×D345mm
（19インチラック2ユニット）

重量 約6kg

通信インタフェース 100Base－TX×1
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＊5 アウターループ電力制御：上り通信回線品
質が目標値となるように，クローズドルー
プ電力制御の上り目標SIR（Signal － to －
Interference Ratio）を制御する電力制御．
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内の選択合成／複製分配モジュール，

秘匿実行モジュール，およびアウター

ループ電力制御モジュールに対して指

示することにより実現できる．

また，BS－DTMはユーザビル構内

に設置されるため，BS－DTMより上

位に向けてIPSecを適用してセキュリ

ティを高めている．

さらに，BS－DTMとIP－BTS間の通

話回線の呼設定時の同期，およびネッ

トワーク環境の変化などで同期がはず

れた場合の再同期を実施する有線同期

制御機能を具備している．

音源再生機能は，交換機の機能が張

り出していることが大きな特徴の1つ

である．通常呼では呼出音やガイダン

スは交換機から再生されるが，ユーザ

ビル構内で折り返す呼については，

BS－DTM内の音源再生モジュールに

対してIP－RNC経由で交換機が指示す

ることにより，FOMA端末へ送信して

いる．

以上のことから，BS－DTMにて通

話回線を折り返した場合でも，IP－

BTSおよびFOMA端末に対しては従

来の制御に変更を加えず，FOMAでの

通話サービスを提供することが可能と

なる．

4. あとがき
本稿では，FOMAネットワークにお

けるIP－based RANの特徴を活かした

新たなサービスであるOFFICEEDサ

ービスと，新規に開発したBS－DTM

の開発目的・特徴および機能について

解説した．OFFICEEDサービスが開始

されたことにより，FOMAを利用した

構内ソリューションの基盤が確立され

た．今後はOFFICEEDサービスのさ

らなる利便性向上を目指して開発を進

めていく．
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